
 

責任ある鉱物調達への対応方針 

 

 私たち（トヨタ自動車株式会社およびその子会社）は、「人権・環境等の社会

問題を引き起こす原因となりうる原材料の使用」による地域社会への影響を 

考慮した調達活動を推進しています。 
 
 コンゴ周辺諸国産の紛争鉱物問題は、サプライチェーンにおける重大な社会

問題の一つと認識しています。 
 
 私たちは、コンゴ周辺諸国産の人権侵害等の不正とかかわる紛争鉱物を原材

料として使用しないコンフリクトフリーを目指します。 
 
 また私たちは、コバルト等の調達における児童労働等の人権侵害についても、

重大な社会問題の一つと認識しており、人権侵害が疑われる鉱物が含まれない

調達活動を目指します。 
 
 そのために、紛争鉱物等の使用状況について、グローバルにサプライチェー

ンを遡って調査を実施し、人権問題等の社会問題を引き起こす、あるいは、 

武装勢力の資金源になっている懸念のある場合には、使用回避に向け取り組み

を実施します。 
 
 取引先には、相互信頼に基づく共存共栄の理念のもと、私たちの考えを理解

いただくとともに、責任ある資源・原材料の調達活動に取り組んでいただくよ

う要請していきます。 


